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ライフコース疫学の成果は，学校保健の現場に応用可能な内容を含む
　Kuhらがライフコース疫学の枠組みを提示した 1）ことで，健康や疾病の罹患に対する考え方や予防
のあり方は大きく広がりをみせた。
　Kuhらはライフコース疫学を，胎児期，幼少期，青春期，青年期，および成人期における物理的・
社会的な曝露による，その後の健康や疾病リスクへの長期的な影響に関する学問1）と定義している。
そしてその目的は，個人または世代のライフコースにわたり疾病リスクの増加に影響をおよぼす，生
物学的，行動的，心理的過程を解明することである1）と述べている。このように記述すると難解に思
えるが，要は，健康や疾病は生涯にわたる様々な要因の積み重ねが現れているのだから，その視点で
健康や疾病に影響する要因を明らかにしようということである。生活習慣病に罹患するのは，最近，
運動をしていないことやここ数年の食生活が乱れていることのみが原因ではなく，生まれてから，も
しかすると胎児期からの，その人を取り巻く様々な環境が影響しているというわけである。さらに，
その要因が人生の中で強く影響する時期が明らかになれば，効率的な対策を行うことが可能になるこ
とを指摘している。そして，将来の疾病や健康に対して要因が強い影響を与える時期は人生の早い時
期に訪れるか，または，早い時期からリスクの蓄積が始まる可能性を示している。ライフコース疫学
は人々の健康について長期にわたる視点で要因を探す研究スタイルといえる。
　口腔の健康を例えにするのであれば，成人してからの口腔の健康は幼少期の影響を受ける，という
ことである。乳歯のう蝕罹患が多い者は永久歯のう蝕罹患のリスクが高い2）ことが知られている。そ
ればかりか，80歳を超えた高齢者の歯の保有状況に子どもの頃の環境が影響することの可能性3, 4）が
指摘されている。
　ライフコース疫学の視点から学校保健の研究を考えると，中垣5）が述べたように，幼児，児童生徒，
学生の健康づくりについて，高齢者，成人を対象とした調査研究を行うことは意義のあることであ
り，また，学校保健の研究に広がりをもたらすといえる。そして，ライフコース疫学の成果は，学校
保健の現場に応用可能な内容を含む可能性が高い。なぜならば学校保健は生涯にわたる心身の健康を
目指すもの6）だからである。
人々を取り巻く環境が健康にとって重要だということ
　学校保健におけるライフコース疫学の成果の応用は，児童生徒自身の健康への影響のみでなく，保
護者の健康への影響，そして児童生徒の将来の子どもへの影響の３つを視野に入れることができると
考える。裏を返せば，学校保健におけるライフコース疫学の枠組みで行う研究はこの３つの視点で評
価を行うことができる。１つ目の児童生徒自身の健康への影響は従来行われている学校保健の評価で
ある。そして，保護者の健康への影響，児童生徒の将来の子どもへの影響はこれまでも考慮はされて
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きたと思われるが，これからの学校保健においてさらに強調されるべきと考える。Sheihamらは，心
疾患や糖尿病，う蝕や歯周疾患など多くの生活習慣病の要因は共通していることを指摘し，その共通
する要因をもたらしているのはその人を取り巻く環境であると結論付けている7）。この考え方はコモ
ン・リスク /ヘルス・ファクター・アプローチと呼ばれている。しかし，成人でさえ，環境を健康に
資する状況へ変えてゆくことは困難である。ましてや学校保健の対象である児童生徒においてはなお
のこと自分を取り巻く環境を変えることは難しいだろう。
　再び口腔の健康の例で述べるのであれば，う蝕を防ぐための間食指導を幼稚園児や小学校児童に行
っても食事や間食の環境を自身で変えるのは困難である。なぜなら，食事や間食は保護者によっても
たらされており，児童自身が変えることは難しい場合が多いからである。その保護者にしても多く
は，保護者の都合のよい時間に，保護者が入手しやすい食品を与えることになる。良いとわかってい
ても入手が困難であれば，それは選択肢から外れる場合が多い。すなわち，健康に資する環境をもた
らすためには，物や情報が提供される社会的環境も変えなくてはならない。
　Roseらが提唱したポピュレーションアプローチ8）は，環境を変えることで集団全体の習慣を健康的
なものとすることが，より効果的で，また持続可能な変化をもたらすことを指摘している。疾病のリ
スクが高い人だけを健康にとって良い習慣に変化させることは困難である。なぜなら，人々は自分１
人だけ周囲と違う行動をとることは難しい。Roseらが提唱するポピュレーションアプローチ，Sheiham
らのコモン・リスク /ヘルス・ファクター・アプローチの２つの方策に共通するものは，人々を取り
巻く環境が健康にとって重要だということである。
　三度，口腔の健康を例えにするのであれば，Sheihamはう蝕予防に対する歯みがきの限界を指摘し，
近年のう蝕減少にはフッ化物の応用，ショ糖摂取のコントロールの効果の寄与，社会経済的要因が大
きい9, 10, 11）としている。児童がフッ化物の応用，ショ糖摂取のコントロールの恩恵を受けるためには
児童自身の意識の変化も必要であるが，児童がフッ化物の応用，ショ糖摂取のコントロールが容易に
可能な環境であるということが強く影響する。
　ライフコース疫学の成果は学校保健では児童生徒に伝えられるが，環境が健康に影響するとするな
らば，その児童生徒自身への効果は限定的と考えざるを得ない。なぜなら，児童生徒自身が自分たち
が影響を受ける環境を変える力はわずかだからである。しかし，その児童生徒自身が成人し，保護者
となった時に生活する環境を作っていく中で，保護者が児童生徒であった時に学んだ知識が活かされ
ることは期待できる。このように，学校保健の効果は世代を超えて影響する可能性がある。
　これは世代間の健康の連鎖と言える。世代間の連鎖と言うと，貧困や虐待など負の連鎖がとりあげ
られている。しかし，好ましい連鎖のあり方についての議論も可能であると考える。これは，世代間
連鎖戦略※1（Generational linkage strategy）と呼ぶことができる。
世代間連鎖戦略は健康にかかわる環境をよりよく変えることのできる力を養う
　世代間連鎖戦略とは，人々が学んだ健康に資する環境のあり方を，次世代の健康のための環境づく
りに応用されるようにすることと定義できる。このコンセプトはコモン・リスク/ヘルス・ファクタ
ー・アプローチとライフコース疫学をつなぐものである。そしてその応用が期待される場面は学校保
健である。健康づくりには人々を取り巻く環境が重要であり，幼少期の環境が生涯の健康を左右する
というライフコース疫学の知見を健康づくりに応用するためには，自ら環境をつくることの難しい児
童生徒に代わり，その保護者が行わなくてはならない。そして，その保護者へ等しく情報伝達を行う
ことを可能とする機会は学校保健の場である。すべての保護者はかつて皆，児童生徒であり，学校保
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健の対象者であったからである。英国の Crickらはシティズンシップ教育12）というあり方を提唱して
いる。これは教育において児童生徒が将来，社会をよりよく変えることができる力を養おうとするも
のである。世代間連鎖戦略は健康にかかわる環境をよりよく変えることのできる力を養うという点
で，シティズンシップ教育と同じ方向を向いていると考える。
　世代間連鎖戦略は，学校保健の効果はいつ測定可能か，という問いに１つの答えを与えてくれる。
学校保健で学んだことが自らの健康づくりに用いられるのはもちろんであるが，その児童生徒が成人
となり，次世代の児童生徒の健康にとってよい環境を築くことができているか，または，次の世代の
健康が改善されているかというとは，学校保健としての重要なアウトカムと考える。その評価を行う
期間は20年から30年になる。すなわち，学校保健の効果はその世代が保護者となった時である。こ
の評価を行い，より良い環境づくりに寄与できる学校保健のあり方を明らかにする手段を，世代間連
鎖疫学（Generational linkage epidemiology）と呼ぶことができる。
　世代間連鎖疫学による調査研究を行おうとすると，対象となった児童生徒が保護者となるまでの長
期にわたる観察が必要になる。しかし，一般に研究は，追跡調査（前向き研究）に先駆け，後ろ向き
研究のデザインで行われる。この方法を用いれば今すぐにでも世代間連鎖疫学を用いて研究をするこ
とが可能である。
 （第60回東海学校保健学会会長，日本赤十字豊田看護大学教授）
　※１：世代間連鎖戦略（Generational linkage strategy）および世代間連鎖疫学（Generational linkage epidemiology）
の用語については，これまで著者が見聞したことが無い。また，webの検索においてもみあたらない。世代間連鎖
戦略および世代間連鎖疫学はサルトジェネシス（健康創造）の視点からのアプローチであり，主として健康になる
ための要因を明らかにすることを目指すものであることを付記する。
　もし，世代間連鎖戦略（Generational linkage strategy）および世代間連鎖疫学（Generational linkage epidemiology）
の用語がすでに同様に意味合いで用いられている，また同様の概念が別の用語で定義されていたのであれば，著者
の知見が不充分であったことによるものである。
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